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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）
【
前
文
】

「
も
と
よ
り
、
食
育
は
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
国
民
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
」が
、
と
り
わ
け「
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
と

身
体
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を

育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も
の

で
あ
る
」。
子
ど
も
た
ち
が「
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
『
食
』
が

重
要
で
あ
る
」。「
今
、
改
め
て
、

食
育
を
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
及
び

体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の

と
位
置
付
け
る
」。「
様
々
な
経

験
を
通
じ
て
『
食
』
に
関
す
る

知
識
と
『
食
』
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
食
育
を
推
進
す
る
」。

国
民
の
食
生
活
に
お
い
て

は
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
な
ど

食
生
活
改
善
の
問
題
に
加
え
、

「
新
た
な
『
食
』
の
安
全
上
の

問
題
や
、『
食
』
の
海
外
へ
の

依
存
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
」、

さ
ら
に
は
「
先
人
か
ら
は
ぐ
く

ま
れ
て
き
た
、
地
域
の
多
様
性

と
豊
か
な
味
覚
や
文
化
の
香
り

あ
ふ
れ
る
日
本
の
『
食
』
が
失

わ
れ
る
危
機
」
に
あ
る
。
そ
う

し
た
「『
食
』
を
め
ぐ
る
環
境

の
変
化
の
な
か
で
、
国
民
の

『
食
』
に
関
す
る
考
え
方
を
育

て
、
健
全
な
食
生
活
を
実
現
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生

・
対
流
を
進
め
、『
食
』
に
関

す
る
消
費
者
と
生
産
者
と
の
信

頼
関
係
を
構
築
し
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
、
豊
か
な
食
文
化

の
継
承
及
び
発
展
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
の
生
産
及
び

消
費
の
推
進
、
並
び
に
食
料
自

給
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
」。

▼
子
ど
も
の
「
食
」
を
生
き
る

力
の
基
礎
と
し
、
経
験
を
通
じ

て
人
間
を
育
て
る
「
食
育
」
の

重
視
。

▼
地
域
の
多
様
性
と
食
文
化
の

継
承
発
展
、
都
市
と
農
村
、
消

費
者
と
生
産
者
の
共
生
対
流
を

重
視
。

【
基
本
理
念
】

「
食
育
は
、
食
に
関
す
る
適

切
な
判
断
力
を
養
い
、
心
身
の

健
康
と
豊
か
な
人
間
形
成
に
資

す
る
こ
と
」（
第
二
条
）
を
「
目

的
」
と
し
、「
国
民
、
民
間
団

体
等
の
自
発
的
意
思
を
尊
重

し
、
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
」、

地
域
社
会
の
「
多
様
な
主
体
の

参
加
と
協
力
を
得
」
て
「
そ
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
あ
ま
ね
く

全
国
に
お
い
て
展
開
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
四
条
）

「
食
育
は
、
家
庭
が
食
育
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い

る
こ
と
」
さ
ら
に
「
教
育
、
保

育
等
に
お
け
る
食
育
の
重
要
性

を
十
分
自
覚
し
」
積
極
的
に
食

育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
（
第

五
条
）。

「
食
育
は
、
広
く
国
民
が
、

家
庭
、
学
校
、
保
育
所
、
地
域

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場

所
を
利
用
し
て
、
食
料
の
生
産

か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
の
食
に

関
す
る
様
々
な
体
験
活
動
を
行

う
」
こ
と
で
「
食
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
」（
第
六
条
）。

▼
家
庭
と
合
わ
せ
て
、
子
ど
も

の
食
育
の
場
、
生
産
消
費
体
験

の
場
と
し
て
学
校
・
保
育
所
を

重
視
。

【
責
務
】

国
の
責
務
（
第
九
条
）、
地

方
公
共
団
体
の
責
務（
第
十
条
）

に
続
い
て
、「
食
育
」
へ
の
重

要
な
役
割
を
担
う
べ
き
関
係
者

と
し
て
、「
教
育
関
係
者
及
び

農
林
漁
業
者
等
」
の
責
務
を
条

文
化
し
て
い
る（
第
十
一
条
）。

教
育
関
係
者
等
は
、
食
へ
の

関
心
・
理
解
の
増
進
の
た
め
、

「
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
を
利

用
し
て
、
積
極
的
に
食
育
を
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
他
の
者
が
行
う
食
育
の
推

進
活
動
に
協
力
す
る
」

農
林
漁
業
者
等
は
、「
農
林

漁
業
に
関
す
る
多
様
な
体
験
の

機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
、
国

民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
育
関
係
者

等
と
相
互
に
連
携
し
て
食
育
の

推
進
に
関
す
る
活
動
を
行
う
よ

う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」

▼
教
育
関
係
者
と
農
業
関
係
者

が
連
携
し
て
食
育
を
す
す
め
る

こ
と
を
国
が
「
責
務
」
と
し
て

提
起
（
当
然
そ
の
支
援
の
た
め

の
交
付
金
も
厚
く
な
る
）。

▼
さ
ら
に
、
食
育
を
推
進
す
べ

き
関
係
者
と
し
て
「
食
品
関
連

事
業
者
等
」（
食
品
の
製
造
、

加
工
、
流
通
、
販
売
又
は
食
事

の
提
供
を
行
う
事
業
者
と
そ
の

団
体
）
の
「
責
務
」
を
条
文
化
。

食
品
関
連
事
業
者
等
は
、「
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
事

業
活
動
に
関
し
、
自
主
的
か
つ

積
極
的
に
食
育
の
推
進
に
自
ら

努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地

方
公
共
団
体
の
食
育
推
進
に
関

す
る
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
に

努
め
る
も
の
と
す
る
」（
第
十

二
条
）。

【
基
本
計
画
】

国
は
、
内
閣
府
に
「
食
育
推

進
会
議
」
を
設
置
し
「
食
育
推

進
基
本
計
画
」を
作
成
す
る（
第

十
六
条
）。

都
道
府
県
は
、
県
レ
ベ
ル
の

「
食
育
推
進
計
画
」
を
作
成
す

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
県
段
階
に
も
「
食
育

推
進
会
議
」
を
条
例
で
任
意
に

置
く
こ
と
が
で
き
る
）（
第
十

七
条
）

市
町
村
も
、そ
れ
ぞ
れ
に「
食

育
推
進
計
画
」
を
作
成
す
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
市
町
村
に
も「
食
育
推
進

会
議
」
を
条
例
で
任
意
に
置
く

こ
と
が
で
き
る
）（
第
十
八
条
）

【
基
本
的
施
策
】

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講

ず
べ
き
「
基
本
的
施
策
」
と
し

て
。「

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推

進
」
を
支
援
す
る
た
め
必
要
な

施
策
を
講
じ
る
こ
と
。
例
え
ば

「
親
子
で
参
加
す
る
料
理
教
室
」

「
健
康
美
に
関
す
る
知
識
の
啓

蒙
」
な
ど
。（
第
十
九
条
）

「
学
校
、
保
育
所
等
に
お
け

る
食
育
の
推
進
」
を
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、「
食
育
の

指
導
に
ふ
さ
わ
し
い
教
職
員
の

設
置（
栄
養
教
諭
な
ど
）」、「
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
給

食
等
の
実
施
、
教
育
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
農
場
等
に
お
け

る
実
習
、
食
品
の
調
理
、
食
品

廃
棄
物
の
再
生
利
用
等
様
々
な

体
験
活
動
を
通
じ
た
子
ど
も
の

食
に
関
す
る
理
解
の
促
進
」
な

ど
（
第
二
十
条
）。

▼
特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
食

文
化
の
継
承
の
た
め
の
活
動
へ

の
支
援
等
」
が
条
文
化
さ
れ
た

こ
と
。

「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

伝
統
的
な
行
事
や
作
法
と
結
び

つ
い
た
食
文
化
、
地
域
の
特
色

あ
る
食
文
化
等
、
我
が
国
の
伝

統
の
あ
る
優
れ
た
食
文
化
の
継

承
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普

及
そ
の
他
の
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
」（
第
二
十
四
条
）

�
�
※
�
�
※
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「
食
育
基
本
法
」
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
地
域
の
食
・
農
・

教
の
関
係
者
が
相
互
に
連
携
協

力
し
、
健
全
な
食
に
つ
い
て
自

ら
考
え
実
践
し
て
い
け
る
人
を

育
み
、
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る

豊
か
な
食
文
化
を
再
興
し
て
い

く
こ
と
に
あ
る
と
読
み
取
れ
ま

す
。

２
０
０
５
年
１
月
１５
日
（
土
）

〜
１６
日
（
日
）
会
場

東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
有
楽
町
）

入
場
料

無
料

親
子
で
楽
し
む

「
体
験
型
」の
催
し

前
回
（
２
０
０
４
年
１
月
）

は
２
日
間
で
１
万
８
０
０
０
人

の
参
加
者
が
あ
り
大
盛
況
（
写

真
上
）。
小
泉
首
相
も
飛
び
入

り
参
加
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な

り
ま
し
た
。

「
な
つ
か
し
い
未
来
へ
」
の

誘
い
。「
自
分
の
あ
る
食
」へ
、

「
健
康
な
食
」
へ
、「
温
故
知

新
の
食
」
へ
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
見
て
、
聞

い
て
、
さ
わ
っ
て
、
作
っ
て
、

食
べ
て
、「
体
験
型
」
の
入
場

者
の
滞
留
時
間
の
長
い
催
し
で

す
。
前
回
も
好
評
だ
っ
た
「
味

噌
汁
カ
フ
ェ
」は
今
回
も
開
店
。

前
回
は
ク
ジ
ラ
汁
、
豚
汁
で
し

た
が
、
今
度
は
ど
ん
な
味
噌
汁

が
登
場
す
る
か
、
お
楽
し
み
。

「
自
分
の
食
と
健
康
」
を
知

る「
骨
密
度
の
無
料
測
定
」、「
味

覚
テ
ス
ト
（
甘
酸
苦
塩
の
味
覚

は
退
化
し
て
い
な
い
か
）」、
子

ど
も
料
理
教
室
、
米
粉
パ
ン
な

ど
の
加
工
指
導
、
そ
れ
に
「
食

育
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
、

記
念
講
演
、
こ
だ
わ
り
の
食
材

の
お
す
そ
分
け
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
企
画
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん

連
れ
で
参
加
し
て
ほ
し
い
展
示

会
で
す
。

〈
受
託
編
集
〉

文
部
科
学
省
・
食
生
活
学
習

教
材「
食
生
活
を
考
え
よ
う
」

小
学
５
年
生
・
中
学
１
年
生
用
（
全
員

に
配
布
）

食
育
の
た
め
の
教
科
書
と
い
え
る
教
材

の
企
画
・
構
成
・
編
集
に
農
文
協
が
協

力
（
詳
細
は
「
食
文
化
活
動
３６
号
」
に

活
用
実
践
も
含
め
て
紹
介
）

〈
編
集
・
出
版
協
力
〉

農
林
水
産
省
・
子
ど
も
農
業
白
書

「『
い
た
だ
き
ま
す
』が
言
え
た
日
」

農
林
水
産
省
の
若
手
チ
ー
ム
が
ス
ト
ー

リ
ー
か
ら
イ
ラ
ス
ト
ま
で
制
作
。
食
べ

も
の
が
な
い
も
う
一
つ
の
世
界
で
卓
也

が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、「
い
た
だ

き
ま
す
」
が
言
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で

を
描
く
。（
農
文
協
が
編
集
出
版
に
協

力
、
定
価
１
０
０
円
で
頒
布
）

地域に根ざす食育の活動交流誌 食文化活動協文農

価格は税込ご注文は

「食育」を
国民運動に

遊
び
に
お
い
で
よ

な
つ
か
し
い
未
来
へ

ニ
ッ
ポ
ン
食
育
フ
ェ
ア

（
第
２
回
食
育
総
合
展
）

「
食
育
基
本
法
」

…
そ
の
内
容
は
？

秋
の
臨
時
国
会
で
審
議
さ
れ
る「
食
育
基
本
法（
案
）」と
は
ど
ん
な
内
容
な
の
か
。

前
文
・
条
文（
全
三
十
二
条
）か
ら
そ
の
理
念
と
施
策
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

（
▼
が
、特
に
注
目
し
た
い
食
育
の
推
進
理
念
と
施
策
で
す
）

子どもたちへの「食育」を応援するこんな仕事も…

食
を
軸
に
、
領
域
を
越
え
た
健
康
・
福
祉
・
教
育
の
地
域

連
携
活
動
を
推
進
す
る
情
報
交
流
誌
。
学
校
・
地
域
・
家

庭
を
つ
な
ぐ
「
食
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

食
育
の
新
し
い
実
践
手
法

「
食
育
推
進
手
法
の
実
証
的
研
究
助
成
２
０
０
３
」

成
果
報
告
集

３８
号
・
２
０
０
４
年
９
月
号

●
４
０
０
円

農
林
水
産
省
の
助
成
に
よ
る
、
食
育
を
効

果
的
に
実
現
で
き
る
手
法
の
開
発
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
概
要
を
報

告
。
調
理
へ
の
意
欲
を
高
め
る
工
夫
や
食

べ
物
を
選
ぶ
力
を
育
て
る
工
夫
を
軸
に
紹

介
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
紹
介

●
各
４
０
０
円

地
域
に
根
ざ
し
た

食
育
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
３

３７
号
・
２
０
０
４
年
３
月
号

●
４
０
０
円

農
林
水
産
省
が
提
唱
し
、
農
水
・
文
科
・

厚
労
三
省
連
携
で
全
国
的
に
多
様
な
食
育

を
推
進
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
。
２
０
０
３
年

度
、
全
２
８
６
の
応
募
の
な
か
か
ら
選
ば

れ
た
表
彰
事
例
を
紹
介
す
る
特
集
号
。

３６
号

文
部
科
学
省「
食
生
活
学
習
教
材
」活
用
実
践
集

３５
号

地
域
に
根
ざ
し
た
食
生
活
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
３

３４
号

「
地
産
地
消
」の
学
校
給
食
実
践
事
例
集

３３
号

地
域
に
根
ざ
し
た
食
生
活
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
１

農文協〒１０７―８６６８ 東京都港区赤坂７―６―１ �０３（３５８５）１１４１ FAX．０３（３５８９）１３８７ URL=http : //www.ruralnet.or.jp/

定期購読受付中
定価４００円 年２回・Ａ５判
年間購読料８００円

第１９７８号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００４年（平成１６年）１０月２５日（３）


